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第1部　総論／第2章　計画の目標・重点テーマ

第2章　計画の目標・重点テーマ

第2次実施計画では、名古屋を取り巻く状況、市のこれまでの取り組みをふまえ、2005年
愛・地球博をステップに、これまで芽ばえてきた協働の取り組みをさらにすすめ、『「協働な
ごや」で元気発信』を目標に掲げます。
そして、その実現に向け、3つの重点テーマを設定し、限られた財源の中、取り組みを重
点的にすすめます。

＊協働：市民・企業・NPO・行政など立場の異なる主体が、お互いの特性や役割を認めあいながら、自主性を尊重し
た対等の立場で、共通の目的を達成するため相互に協力・協調すること。

時代の大きな変わり目

●成熟化の進展
・経済成長の鈍化（産業構造のソフト化）
・地球環境問題（環境制約の顕在化）
・人口増の停滞、急激な少子高齢化
・市民意識の多様化、参加意識の高まり

●社会システムの変化
・消費・雇用・家族形態の多様化
・高度情報化の進展
・地方分権への気運の高まり

●身近な安心・安全への懸念

これまでの取り組み

●協働なごやの芽ばえ
・ごみ減量
・パートナーシップ施策の強化

●基盤整備の推進

●新しい行政システムへの挑戦
・行財政改革計画（平成13～15年度）
・財政健全化計画（平成13～17年度）

2005年 愛・地球博
をステップに

第
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で
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第1部　総論／第2章　計画の目標・重点テーマ

安心・安全をささえあうまち

21世紀は、市民一人ひとりがお互いに
支えあい、地域とともに、身近な安心・
安全を築いていく時代。
誰もが安心して暮らせる地域社会を育
てていきます。

①　少子化社会への対応
②　支えあう福祉のまちづくり
③　保健・医療・福祉の基盤づくり
④　支えあう安全・快適なまちづくり
⑤　地震・水害対策の基盤づくり

環境と個性のとけあうまち

21世紀は、市民一人ひとりが地球環境
を考え、行動し、都市魅力を発信する時
代。
2005年の「愛・地球博」をステップに、
環境にやさしい活動と地域個性が融合し
たまちづくりをすすめます。

①　環境首都をめざしたまちづくり
②　自然を身近に感じるまちづくり
③　人と環境にやさしい交通体系・

歩いて楽しいまちづくり
④　地域個性の発見・発信
⑤　愛・地球博を生かした交流促進

人と産業をはぐくむまち

21世紀は、市民一人ひとりの成長と交
流がまちの末来を支え、まちが産業を育
む時代。
子どもからおとなまで、自分をのばし、
まちをつくる、新たな可能性への挑戦を
支援します。

①　21世紀を担うなごやっ子の教育
②　市民活動・生きがい実感への支援
③　元気が出る産業おこし

重点テーマ
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第1部　総論／第2章　計画の目標・重点テーマ

安全快適な 
まちづくり 
活動 

地域による 
防災活動 

少子化社会 
への対応 

安 心 

 
高齢者や 
障害者の 
地域生活の 
支援 

地 域 力 

安 全 

安心・安全を
ささえあうまち
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第1部　総論／第2章　計画の目標・重点テーマ

1 安心・安全をささえあうまち
（1）少子化社会への対応
「子どもを生み、育てやすいまち」をめざします。そのため、社会全体で子育てを支援す
る環境を整え、次世代の育成につとめます。

事業名
次世代育成支援対策推進法に基づ
く行動計画の策定
保育所の整備
保育内容の充実
子育て家庭への支援の充実

登載頁

31

32
32
32

事業名

なごや子育て情報プラザの拡充

不妊治療費の助成
子育て支援事業の充実

登載頁

32

32
90

子育てに不安を感じていない親の割合

※子育てを支援することで、育児不安を軽減します。

のびのび子育てサポート事業による子育
て支援活動件数

※子育てを支援してほしい人と手助けしたい人の仲
介を行い、市民どうしの子育て援助活動を支援し
ます。

20

25

30

35

40

45

50
(%)

現状 
（13年度） 

18年度 22年度 

31.6

35

40

0

5,000

10,000

15,000

20,000
(件)

現状 
（14年度） 

18年度 22年度 

5,881

10,000

17,000

砂場で遊ぶ子どもたち

保育所の整備

プラザプレールーム

なごや子育て情報プラザの拡充

主な数値目標

主な計画事業
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第1部　総論／第2章　計画の目標・重点テーマ

（2）支えあう福祉のまちづくり
「高齢者や障害者が地域で安心して生きがいを持って生活できるまち」をめざします。そ
のため、地域で支えあう福祉をすすめます。

□　主な数値目標

事業名
配食サービス事業
介護の予防

登載頁
27
29

事業名
授産施設等の確保
地域福祉の推進

登載頁
42
46

地域での支えあい活動に関心のある市民
の割合

※地域における支えあいの仕組みづくりへの意識を
高め、支えあいの活動の担い手を増やします。

日常生活が自立している高齢者の割合

※今後、75歳以上の後期高齢者の増加が予測される
中で、要支援・要介護に該当しない日常生活が自
立している高齢者の割合を維持します。

0

20

40

60

80

100
(%)

現状 
（15年度） 

18年度 22年度 

67.5 70
80

0

20

40

60

80

100
(%)

現状 
（15年度） 

18年度 22年度 

85 85 85

介護予防の教室 地域住民によるふれあい交流活動

主な数値目標

主な計画事業

介護の予防 地域福祉の推進
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第1部　総論／第2章　計画の目標・重点テーマ

（3）保健・医療・福祉の基盤づくり
「市民が健康で安心して暮らせるまち」をめざします。そのため、保健・医療・福祉分野
の基盤整備をすすめます。

事業名

特別養護老人ホームの整備

介護老人保健施設および通所リハ
ビリテーション施設の整備
公共交通機関におけるバリアフリ
ー化の推進
クオリティライフ21城北整備事業
の推進

登載頁

26

26

44

49

事業名
感染症予防対策および発生時対策
の推進

市立大学病院の整備

新斎場の整備

登載頁

50

52

56

クオリティライフ21城北整備事業イメージ 地下鉄名古屋大学駅のエレベーター

クオリティライフ21城北整備事業の推進 公共交通機関におけるバリアフリー化の推進

市立病院に対してよい印象を持つ利用者
の割合

※医療内容、施設の整備などにより、市立病院の総合的
な評価の向上をめざします。

地下鉄駅において車いすルートが確保さ
れている割合

※平成22年度までにすべての地下鉄駅での確保をめ
ざします。

(%)

現状 
（14年度） 

18年度 22年度 

68
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40

50

60

70

80

90

100
(%)

現状 
（14年度） 

18年度 22年度 

55

87

100

主な数値目標

主な計画事業
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第1部　総論／第2章　計画の目標・重点テーマ

（4）支えあう安全・快適なまちづくり
「安全快適なまち」、「地域防災力の高いまち」をめざします。そのため、地域住民の力が
存分に発揮できる仕組みづくりをすすめます。

事業名

防災安心まちづくり事業

防災条例の制定
企業防災の推進
災害弱者の避難・救助体制の充実

登載頁

57

57
58
58

事業名
安心・安全で快適なまちづくりの
推進
ポイ捨ての防止
区役所・支所機能の拡充

登載頁

112

113
189

地域パトロール活動など市民活動の参加
者数

※活動の延べ参加者数が、全市民の20％になること
をめざします。

防災安心まちづくり強化推進学区の累積
実施率

※計画的に強化推進学区を設定し、事業内容の充実
をはかります。

0
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50
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18年度 22年度 

30

40

0

20

40

60

80

100
(%)

現状 
（14年度） 

18年度 22年度 

22

67

100

らくがき消し隊の活動 防災訓練

主な数値目標

主な計画事業

安心・安全で快適なまちづくりの推進 防災安心まちづくり事業
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第1部　総論／第2章　計画の目標・重点テーマ

（5）地震・水害対策の基盤づくり
地震、水害などに備えた｢災害に強いまち｣をめざします。そのため耐震対策、雨水対策な
どの基盤整備を着実に実施します。

事業名
東海地震等による影響調査
道路・河川等の監視情報システム
の整備
民間木造住宅の耐震改修促進
住宅密集型公園（防災公園）の整
備
防災上重要な公共建築物の耐震改
修等

登載頁
58

62

64

64

64

事業名
水道施設の耐震化

下水道施設の耐震化

橋りょうの耐震対策

緊急雨水整備事業の推進

登載頁
66

66

66

68

市役所本庁舎 楠調節池完成イメージ

防災上重要な公共建築物の耐震化率

※防災上重要な公共建築物のうち、耐震化が必要な約
800棟について、平成22年度までに耐震化整備完了
をめざします。

下水道による都市浸水対策達成率

※1時間50mmの降雨に対応するため、雨水貯留施
設などの整備をすすめます。

0

20

40

60

80

100
(%)

現状 
（14年度末） 

18年度 22年度 

31

93
100

70

75

80

85

90

95

100
(%)

現状 
（14年度末） 

85

92

100

18年度 22年度 

主な数値目標

主な計画事業

防災上重要な公共建築物の耐震改修等 緊急雨水整備事業の推進
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第1部　総論／第2章　計画の目標・重点テーマ

環境と個性の
とけあうまち
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第1部　総論／第2章　計画の目標・重点テーマ

2 環境と個性のとけあうまち
（1）環境首都をめざしたまちづくり
環境への負荷の少ない「持続的発展の可能な都市文化・生活文化」の創造をめざします。
そのため、ごみ減量を支えたパートナーシップ（協働）を、二酸化炭素排出量削減などの取
り組みにも発展させて、環境首都として世界にアピールできるまちづくりをめざします。

事業名
なごやエコ・ルネサンス事業
市民・事業者の環境活動の促進
「なごや環境大学」の開講

容器包装削減運動の促進

登載頁
72
72
73

85

事業名
生ごみの資源化
焼却灰の溶融スラグの有効利用
鳴海工場の改築
循環型社会に向けたモデル住宅の
整備

登載頁
85
86
88

135

二酸化炭素の排出量

※平成22年までに平成2年の水準から10％削減しま
す。

ごみ量と資源回収量

※総排出量をこれ以上増やさず、平成12年度の水準
以下に抑制します。その上で、資源回収率を高め
ます。

1,300

1,350

1,400

1,450

1,500

1,550

1,600
(万トン-CO2)

現状 
（12年） 

18年 22年 

1,509

1,440

1,393

30

50

70

90

110

130
(万トン)

現状 
（14年度） 

18年度 22年度 

111

35.5

75.3

108 108

38

70

資源回収量 
46

ごみ量 
62

なごやスクールISO エコクーぴょん

なごやエコ・ルネサンス事業 容器包装削減運動の促進

主な数値目標

主な計画事業
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第1部　総論／第2章　計画の目標・重点テーマ

（2）自然を身近に感じるまちづくり
「森・河川・干潟など身近な自然の再生」をめざします。そのため、パートナーシップ
（協働）による取り組みをすすめます。

事業名
緑化推進条例の改正による環境の
保全
パートナーシップによる花のまち
づくり
なごや東山の森づくり
なごや西の森づくり
東山グリーンウェイの整備

登載頁

77

78

78
78
79

事業名

堀川の総合整備

ふるさとの川整備

健全な水循環の確保
下水道の高度処理導入
荒池なごやかファームの整備

登載頁

81

82

82
83
182

市民１人当たりの都市公園等の面積

※都市公園や農業公園など、緑の拠点となる空間の
確保につとめます。

堀川（小塩橋付近）のBOD

※ 2010年の堀川開削400周年に向けて、上流域で
オイカワなどが生息できる程度まで水質浄化をめ
ざします。

＊ BOD（生物化学的酸素要求量）：
川の汚れの度合いを示す指標のひとつ

5

6

7

8

9

10

11
(m2)

現状 
（14年度） 

18年度 22年度 

9.2
9.6

10

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0
(mg/R)

現状 
（14年度） 

18年度 22年度 

5.9 5.5
5.0

東山の森づくり研究活動会ワークショップ 堀川（納屋橋地区）

主な数値目標

主な計画事業

なごや東山の森づくり 堀川の総合整備
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第1部　総論／第2章　計画の目標・重点テーマ

（3）人と環境にやさしい交通体系・歩いて楽しいまちづくり
「人と人との交流による活気に満ちたまち」をめざします。そのため、自動車依存型の交
通体系を改善（自動車利用7割を6割に削減）し、歩いて楽しいまちづくりをすすめます。

事業名
広小路ルネサンスの推進
組合等による市街地再開発事業の
促進
なごや交通戦略の推進

地下鉄の整備

西名古屋港線の整備
都市高速道路の整備
立体交差化の推進

登載頁
123

124

141

141

141
142
143

事業名
駐車場附置義務制度の改正

自転車駐車場の整備

自然環境などに配慮した道路の整備
ITS（高度道路交通システム）の推
進
東部丘陵線の整備
中心市街地活性化の推進

登載頁
144

149

149

149

151
173

1日の公共交通機関の利用者数

※公共交通の利用者数を現在より10％増加させるこ
とをめざします。

都心域の主要な通りにおける休日の歩行者数

※名駅通、広小路通、大津通、久屋大通の歩行者数が20万
人以上となることをめざします。

100

150

200

250

300

350
(万人)

現状 
（12年度） 

18年度 22年度 

297
312

327

15

16

17

18

19

20

21
(万人)

現状 
（11年度） 

22年度 

16.6

20

地下鉄4号線（名古屋大学駅付近） このイメージ図は将来像のひとつです。

主な数値目標

主な計画事業

地下鉄の整備 広小路ルネサンスの推進
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第1部　総論／第2章　計画の目標・重点テーマ

（4）地域個性の発見・発信
住む人・訪れる人の「感性を触発するまち」をめざします。そのため、地域ごとの文化資
産や個性を生かしたまちづくりをすすめます。

事業名
名古屋城本丸御殿の復元
名古屋城西南隅櫓の解体修理
徳川園の整備
文化のみちづくりの推進
芸術と科学の杜構想の推進

登載頁
108
108
108
108
111

事業名
区の魅力づくり
名城・柳原地区の整備
金山地区の整備（地区総合整備）
藤が丘地区の整備
金城ふ頭の開発

登載頁
115
125
125
128
154

観光施設の年間入込客数

※市内主要観光施設の入込客数の増をめざします。

区の魅力づくり事業の進捗率

※区民が主体となった魅力あるまちづくりをすすめ
るため、区の魅力づくり事業の完全実施をめざし
ます。

本丸御殿復元イメージ 金山北地区整備完成イメージ

2,000

2,050

2,100

2,150

2,200

2,250

2,300
(万人)

現状 
（14年度） 

18年度 22年度 

2,092

2,150

2,200

50

60

70

80

90

100
(%)

現状 
（14年度） 

63

80

100

18年度 22年度 

主な数値目標

主な計画事業

名古屋城本丸御殿の復元 金山地区の整備（地区総合整備）
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第1部　総論／第2章　計画の目標・重点テーマ

（5）愛・地球博を生かした交流促進
2005年日本国際博覧会は、「21世紀にふさわしい環境文化・地球文化」を提案・実験・創
造する機会です。「環境」と「感性」をキーワードに多様な市民活動・市民交流を促進し、
新しい名古屋をつくる契機とします。

事業名

ホスピタリティ・ゲートの整備

「愛・地球博」国際交流の実施

国際交流ボランティア活動の促進

愛・地球博へのパビリオン出展

登載頁

79

93

119

177

事業名
ネキスポシティ・シンフォニーの
推進
ささしまサテライト事業の推進
愛・地球博に向けた観光キャンペ
ーンの実施

登載頁

177

178

178

愛・地球博の入場者数 ネキスポシティ・シンフォニーの参加数

「大地の塔」完成イメージ ささしまサテライト会場イメージ

主な数値目標

主な計画事業

愛・地球博へのパビリオン出展 ささしまサテライト事業の推進
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第1部　総論／第2章　計画の目標・重点テーマ

3 人と産業をはぐくむまち
（1）21世紀を担うなごやっ子の教育
「豊かな心をはぐくみ、夢や希望をもって世界にはばたく人間」として、子どもたちを育
てます。そのため、学校・家庭・地域が力をあわせた教育をすすめます。

事業名
体験活動の充実
英語が話せるなごやっ子の育成
学力向上パイロット事業の推進
教科担任制の実施
ふれあいフレンドの推進

元気いっぱいなごやっ子の育成

新たな教育システムの検討

登載頁
89
92
92
92
93

93

94

事業名
総合学科の開設
定時制高等学校の再編
南養護学校の移転改築
トワイライトスクールの推進
部活動顧問派遣事業
子ども街角サポーターによる世話
やき活動の推進
家庭教育支援事業「親学ノススメ」
の展開

登載頁
95
96
98
102
104

105

105

学校の授業がわかると思う小中学生の割合

※基礎・基本の定着をめざした学習指導により、授
業がわかる小中学生の割合を高めます。

学校生活が充実していると思う高校生の割合

※魅力ある学校づくりにより、学校生活の充実度を
高めます。

50
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90

100
(%)

現状 
（15年度） 

68
71

74

18年度 22年度 
50

60

70

80

90

100
(%)

現状 
（15年度） 

66 68
70

18年度 22年度 

外国人英語講師による指導 ふれあいフレンド

英語が話せるなごやっ子の育成 ふれあいフレンドの推進

主な数値目標

主な計画事業
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第1部　総論／第2章　計画の目標・重点テーマ

（2）市民活動・生きがい実感への支援
｢生涯にわたり充実した生活を営むことのできるまち｣をめざします。そのため、市民活動
の促進や生涯学習の推進につとめます。

事業名
「現代なごや学ノススメ！」の開設

自主開設講座の支援

「大人の知」の拠点づくり

なごやかウォーク
スポーツセンターの整備

登載頁
101

102

102

104
104

事業名
新たな青少年教育施設の整備
NPOの企画提案による協働事業の
実施
なごやボランティア・NPOセンタ
ーの運営
男女平等参画推進センターの運営

登載頁
106

114

114

116

市内に主たる住所のあるNPO法人数

※NPO法人の増加をめざします。
＊ NPO：Non-profit OrganizationまたはNot-for-
profit Organizationの略。継続的・自発的に社会
的活動を行う、営利を目的としない団体。

生涯学習に取り組んでいる成人の割合

※自主的に学習活動を行う成人の割合を高めます。
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(団体)

現状 
（14年度） 

18年度 22年度 

154
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700
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20
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100
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現状 
（15年度） 

18年度 22年度 

32 35 38

トークアライブ 男女平等参画推進センター（つながれっとNAGOYA）

主な数値目標

主な計画事業

なごやボランティア・NPOセンターの運営 男女平等参画推進センターの運営
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第1部　総論／第2章　計画の目標・重点テーマ

（3）元気が出る産業おこし
｢産業の創出・活性化｣を促進し、雇用機会の確保をはかります。そのため、戦略的な企業
誘致、地域の研究開発機能の強化、産・学・行政の連携などにつとめます。

事業名
名古屋港産業ハブ特区計画の推進
電子行政サービスの推進
産業活性化に向けた戦略的な企業
誘致の推進
医療関連分野等における大学発ベ
ンチャ―企業等の育成
エコデザインの普及啓発

登載頁
153
160

166

167

167

事業名
新事業創出の総合的な支援
中小企業の知的財産権の活用支援
なごやサイエンスパークの建設推
進
空き店舗を有効活用した商店街の
活性化
地産地消の推進

登載頁
168
168

170

173

181

新事業支援センターを通じて新規開業し
た中小企業数

※年25件の新規開業をめざします。

なごやサイエンスパークテクノヒル名古
屋における企業誘致の進捗率

※事業用地9.8haに民間企業の研究開発施設が立地
するよう、誘致をすすめます。

新事業創出研修 サイエンス交流プラザ
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18年度 22年度 

4.2

36.4

100

主な数値目標

主な計画事業

新事業創出の総合的な支援 なごやサイエンスパークの建設推進
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